
蔵前ベンチャー相談室セミナー蔵前工業会・東工大共催 

第 ２ 回 バ イ オ マ ス エ ネ ル ギ ー 特 別 セ ミ ナ ー  

 
地 球 環 境 改 善 対 策 と し て 、 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の

バ イ オ マ ス エ ネ ル ギ ー が 世 界 的 に 注 目 さ れ て き て い る 。 
K V S も バ イ オ マ ス エ ネ ル ギ ー の 活 用 に 取 り 組 ん で い る 。

２ 月 ２ ０ 日 （ 火 ） 東 工 大 多 目 的 ホ ー ル に ８ ０ 名 の 参 加

者 を 得 て 、 お 二 人 の エ キ ス パ ー ト に 講 演 し て 頂 い た 。  
国 の 積 極 的 な 取 り 組 み と 、 画 期 的 な 最 新 技 術 に つ い て

熱 の こ も っ た 御 講 演 に 一 同 大 き な 感 銘 を 受 け た 。  
 

Ⅰ ．「 新 エ ネ ル ギ ー の 動 向 と 国 の 政 策 」  
 

安 藤  晴 彦 氏 ： 経 済 産 業 省 新 エ ネ ル ギ ー 対 策 課 長  
 
１ ．  代 表 的 な 新 エ ネ ル ギ ー    
 
１ ） 太 陽 光 発 電  
  わ が 国 の 太 陽 光 発 電 は 技 術 的 に 世 界 最 高 水 準 に あ

り 、 生 産 量 は 世 界 第 1 位 で あ る 。  
発 電 コ ス ト の 低 廉 化 、 新 し い 太 陽 電 池 モ ジ ュ ー ル  
（ し な や か で 曲 面 に も 対 応 で き る も の 、 シ リ コ ン を

使 わ な い も の な ど ） の 研 究 開 発 も 進 ん で い る 。  
太 陽 光 発 電 産 業 は 現 在 で は 国 内 で 約 4 , 0 0 0 億 円 、

世 界 で 約 1 兆 円 も の 規 模 と な っ て お り 、 国 は 太 陽 光

発 電 ビ ジ ネ ス に 投 資 を 行 っ て い る 。  
 
２ ）  バ イ オ マ ス エ ネ ル ギ ー  

自 動 車 燃 料 の 多 様 化 の た め 、 サ ト ウ キ ビ や ト ウ モ

ロ コ シ 等 か ら 製 造 さ れ る バ イ オ エ タ ノ ー ル の 導 入 に

つ い て 、 世 界 的 に 取 り 組 み が 活 発 化 し て い る 。  
ア ジ ア の 豊 富 な バ イ オ マ ス 資 源 を 活 用 す る た め 、

ア ジ ア 各 国 か ら 日 本 の 技 術 の 導 入 に 対 す る 要 望 が あ

る 。  
今 後 、 農 業 政 策 と の 連 携 や コ ス ト 面 で の 課 題 の 克 服

が 必 要 で あ る 。  



 
３ ）  風 力 発 電  

ド イ ツ を は じ め と す る 欧 州 で 導 入 が 進 展 し て い る 。

わ が 国 で も 近 年 導 入 が 進 ん で い る 。  
天 候 に よ り 出 力 が 不 安 定 に な る な ど の 課 題 が あ り 、

蓄 電 池 併 設 等 の 対 応 策 が 必 要 と さ れ る 。  
 

４ ）  燃 料 電 池 、 水 素  
燃 料 電 池 は 未 来 の 水 素 社 会 の 扉 を 開 く 鍵 で あ る 。

燃 料 電 池 に お い て も わ が 国 の 技 術 は 世 界 最 高 水 準 で

あ る 。 近 年 、 燃 料 電 池 専 門 の ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル

と い う も の も 存 在 し て お り 、 国 の 支 援 先 の い く つ か

の 企 業 は す で に 上 場 し て い る 。

 
２ ． 新 ・ 国 家 エ ネ ル ギ ー 戦 略  
 

現 在 、 国 家 的 な 諸 課 題 に 対 し て 様 々 な プ ロ グ ラ ム

に 取 り 組 ん で い る 。  
 

１ ） 運 輸 エ ネ ル ギ ー の 次 世 代 化 計 画  
ク リ ー ン デ ィ ー ゼ ル 乗 用 車 の 省 燃 費 性 に 着 目 し

た 新 燃 費 基 準 の 検 討 、 家 庭 用 電 源 か ら の 充 電 が 可

能 な プ ラ グ イ ン ・ ハ イ ブ リ ッ ド 自 動 車 や 大 幅 な 省



エ ネ を 実 現 す る た め の 次 世 代 バ ッ テ リ ー の 開 発

の 推 進 な ど 。  
 

２ ） 新 エ ネ ル ギ ー ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン 計 画  
エ ネ ル ギ ー の 高 度 利 用 の 促 進 、 新 エ ネ ル ギ ー ・

ベ ン チ ャ ー ビ ジ ネ ス に 対 す る 支 援 等 の 政 策 を 展

開 す る 。  
 

３ ） ア ジ ア ・ エ ネ ル ギ ー 環 境 協 力 戦 略  
ア ジ ア 各 国 と エ ネ ル ギ ー 資 源 、 技 術 に 関 し て 協

力 関 係 を 構 築 す る 。  
バ イ オ デ ィ ー ゼ ル 燃 料 に つ い て マ レ ー シ ア 首 相

と の 会 合 が 持 た れ る な ど 、 日 本 の 技 術 に 対 す る 期

待 は 大 き い 。  
 
 

Ⅱ ．「 固 体 触 媒 に よ る バ イ オ フ ュ ー エ ル 生 産 」 
 

原  亨 和 氏 ：  
東 京 工 業 大 学 応 用 セ ラ ミ ッ ク 研 究 所 教 授  

 
１ ．  な ぜ 固 体 触 媒 な の か ？  

硫 酸 は 化 学 工 業 に お い て 触 媒 と し て 用 い ら れ 、

必 要 不 可 欠 な 存 在 と な っ て い る 。  
し か し 触 媒 と し て 硫 酸 を 用 い た 場 合 、 以 下 の よ

う な 欠 点 が あ る 。  
 

１ ） 危 険 で あ り 、 腐 食 対 策 も 必 要 で あ る  
２ ） 目 的 の 物 質 （ プ ロ ダ ク ト ） を 取 り 出 す た め に

中 和 ・ 分 離 を 行 う 必 要 が あ る  
３ ） 再 利 用 が 不 可 能 で あ る  
 

そ こ で 硫 酸 の よ う に 強 く 、 安 定 で 安 価 な 固 体 の

酸 が 存 在 す れ ば 、 こ れ ら の 欠 点 を カ バ ー す る 触 媒

と し て 利 用 す る こ と が で き る 。  
 

１ ） 安 全 で 腐 食 性 が な い の で 容 易 に 取 り 扱 う こ と

が で き る  



２ ） 固 体 な の で プ ロ ダ ク ト と の 分 離 が 容 易 に 行 え  
る 。  

３ ） 繰 り 返 し 触 媒 と し て 利 用 で き る  
 
 
 
２ ． 炭 で で き て い る 酸  

こ の ほ ど 、 安 定 で 、 あ ら ゆ る 環 境 （ 水 中 な ど ） で

機 能 す る 固 体 酸 を 安 価 な 材 料 か ら 合 成 す る こ と に 成

功 し た 。  
有 機 物 を 低 温 で 炭 化 し 、 ス ル ホ ン 化 す る こ と に よ っ

て そ の よ う な 固 体 酸 を 合 成 す る こ と が で き る 。  
こ の 固 体 酸 は 、 高 密 度 の ス ル ホ ン 酸 基 （ - S O 3 H ） が

結 合 し た 1 ～ 2 ナ ノ ミ リ メ ー ト ル の カ ー ボ ン シ ー ト

か ら な る ア モ ル フ ァ ス カ ー ボ ン で あ る 。  
こ の よ う に し て 生 成 さ れ た 固 体 酸 は 以 下 の よ う な 優

れ た 性 質 を 持 つ 。  
 

１ ） 様 々 な 溶 媒 に 不 溶 で あ る  
（ よ っ て 、 液 層 と 材 料 の 分 離 が 容 易 で あ る ）  

２ ） 熱 的 、 化 学 的 に 安 定 し て い る  
３ ） 高 密 度 の 強 い ス ル ホ ン 酸 基 を 持 つ  
４ ） ど こ に で も あ る 安 価 な 材 料 か ら 単 純 な 方 法 で 合

成 で き る  
５ ） 優 れ た パ フ ォ ー マ ン ス を 発 揮 す る  

（ 硫 酸 を 上 回 る パ フ ォ ー マ ン ス ）  
 
３ ． バ イ オ フ ュ ー エ ル に お け る 展 開  

バ イ オ フ ュ ー エ ル （ バ イ オ デ ィ ー ゼ ル ・ バ イ オ エ

タ ノ ー ル ） は ク リ ー ン な 燃 料 と し て 近 年 注 目 さ れ て

い る 。 植 物 を 加 工 し て 油 脂 や で ん ぷ ん 、 セ ル ロ ー ス

な ど が 得 ら れ 、 こ れ ら が 化 学 的 な プ ロ セ ス を 経 て バ

イ オ フ ュ ー エ ル と な る 。  
植 物 や 粗 油 か ら バ イ オ フ ュ ー エ ル を 得 る 過 程 で は 、

硫 酸 を 触 媒 と し て 用 い た 場 合 、 中 和 ・ プ ロ ダ ク ト の

水 洗 ・ 脱 水  と い っ た 多 く の ス テ ッ プ を 踏 ま な け れ

ば な ら な い 。  
こ れ ら の 工 程 に 必 要 と さ れ る 投 入 エ ネ ル ギ ー は 全 投

入 エ ネ ル ギ ー の 半 分 を も 占 め て い る 。  



一 方 固 体 酸 を 触 媒 と し て 用 い た 場 合 に は 、 こ れ ら

の ス テ ッ プ が 省 略 可 能 で 、 １ ス テ ッ プ で 合 成 を 行 う

こ と が で き る た め 、 化 学 的 プ ロ セ ス に お け る 投 入 エ

ネ ル ギ ー を 大 幅 に 縮 小 で き る 。  
 

（ 文 責 ： S 3 7 機 械  梶 原 肇 、 S 4 1 機 械  清 田 憲 正 ）  

 


